
郷
土
史

補
論

・
岡

田
清

直
と
岡

田
錠

次
郎

$
蝦

夷
地

勤
務

時
代

の
錠

次
郎

i

小
栗

勝也

1
、

は
じ

め
に

用
行

義
塾

は
、

学
制

に
よ

っ
て

小
学

校
を

設
置

す
る

こ
と

が
文

部
省

か
ら

命
じ

ら
れ

る
よ

り
も

前
の

明
治

五
年

六
月

二
五

日
に

久
津

部
村

(
現

・
袋

井
市

)
に

開
設

さ
れ

た
小

学

校
で

あ
る

。
当

該
地

域
で

は
初

の
小

学
校

と
な

る
◦

そ
の

学

校
の

教
員

を
務

め
た

一
人

に
岡

田
清

直
が

あ
っ

た
。

こ
の

岡

田
清

直
に

つ
い

て
、

岡
田

錠
次

郎
と

同
一

人
物

で
あ

る
と

記

し
た

の
が

前
田

匡
一

郎
氏

の
『

駿
遠

へ
移

住
し

た
徳

川
家

臣

団
』

で
あ

る
。

二
人

が
同

一
人

物
で

あ
る

と
す

る
文

献
は

こ

の
本

が
唯

一
で

あ
る

。

し
か

し
前

田
氏

は
二

人
が

同
一

人
物

で
あ

る
こ

と
の

根
拠

を
何

も
示

し
て

い
な

い
の

で
問

題
が

あ
る

と
、

本
誌

『
文

芸

袋
井

』
第

ー
ニ

号
掲

載
の

拙
稿

で
指

摘
し

た
。

そ
の

後
、

前

田
氏

の
判

断
が

正
し

い
か

否
か

を
検

証
す

る
た

め
に

、
小

栗

は
前

田
氏

が
参

考
に

し
た

文
献

や
寺

な
ど

の
手

掛
か

り
の

全

て
を

再
調

査
す

る
作

業
に

着
手

し
た

。
長

時
間

を
費

や
し

た

作
業

の
結

果
は

、
別

稿
で

明
ら

か
に

し
た

が
、

同
一

人
物

で

あ
る

と
す

る
前

田
氏

の
判

断
に

は
、

や
は

り
根

拠
が

見
当

た

ら
ず

、
別

に
存

在
す

る
理

由
か

ら
二

人
は

別
人
と

考
え

ら
れ

る
と

い
う

の
が

、
小

栗
が

導
き

出
し

た
新

し
い
仮

説
で

あ
る

。

小
栗

の
推
定

で
は

岡
田
錠

次
郎
は

文
政

三
年
に

生
ま
れ

、

元
治

元
年

に
数

え
で

四
五

歳
で

あ
っ

た
。

こ
れ

に
対

し
て

前

田
氏

は
、

岡
田

は
明

治
元

年
に

満
三

一
歳

と
推

定
し

、
生

ま

れ
た

年
は

天
保

八
年

と
記

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

二
説

に
基

づ

い
て

岡
田

の
年

齢
推

移
を

示
し

た
も

の
が

表
1

で
あ

る
。

小

栗
の

説
と

前
田

氏
の

説
で

は
満

年
齢

で
一

七
歳

程
の

違
い

が

生
じ

る
こ

と
に

な
る

。

小
栗

が
判

定
の

根
拠

と
し

た
も

の
は

、
多

聞
櫓

の
履

歴
明

細
短

冊
か

ら
判

明
し

て
い

る
岡

田
錠

次
郎

の
情

報
に

あ
る

。
(2

)

そ
の

内
容

は
『

江
戸

幕
臣

人
名

事
典

』
の

改
訂

新
版

(
以

下

『
事

典
』

と
略

す
)

に
示

さ
れ

た
も

の
が
最

も
信

用
で

き
る

。

そ
の

『
事

典
』

に
は

、
岡

田
錠

次
郎

の
江

戸
末

期
の

経
歴

も

示
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
前

田
氏

の
推

定
年

齢
と

『
事

典
』

に
示

さ
れ

て
い

る
年

齢
(

=
小

栗
の

判
定

年
齢

)
と

で

は
一

七
歳

程
の

差
が

あ
る

の
で

、
も

し
前

田
氏

の
判

定
通

り

の
年
齢
で

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
錠

次
郎
の
経
歴
は
『
事
典

』

で
示

さ
れ

た
時

期
よ
り

も
一
七

年
程

繰
り
上

が
る
こ

と
に

な

る
。
す
る

と
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な

る
の
力
を
検

1
1

§
'

す
る

の
が

本
稿

の
目

的
で

あ
る

。

岡
田

に
関

す
る

小
栗

の
年

齢
判

定
は

別
稿

で
示

し
た

根
拠

か
ら

、
そ

れ
自

体
が

正
し

い
こ

と
は

確
定

^
み

で
あ

る
が

右
の

検
討

を
追

加
す

る
こ

と
で

、
そ

の
正

し
さ

を
補

強
す

る

新
し

い
傍

証
材

料
が

得
ら

れ
る

と
考

え
、

本
稿
を

記
し

た
。

な
お

、
本

稿
で

取
り

上
げ

る
岡

田
は

錠
次

郎
の

み
で

あ
る

こ

と
を

初
め

に
お

断
り

し
て

お
く

"

2
、

江
戸

末
期

の
岡

田
錠

次
郎

『
事

典
』

に
示
さ

れ
て
い

る
岡
田

錠
次
郎

の
経
歴

は
、

前

掲
『

文
芸

袋
井

』
第

ー
ニ

号
所

収
の

拙
稿

で
既

に
紹

介
し

て

い
る
が

、
こ
こ
に
も
そ

れ
を
転
記
し
て

お
き
た
い
。
但

し
、

こ
こ

で
は

時
期

が
分

か
る

出
来

ご
と

の
み

に
つ

い
て

箇
条

書

き
で

示
す

。

嘉
永

六
丑
年

三
月
二
十

口
日
養
父

家
督
被
下

置
小
普
請

二

罷
成

同
年

十
二

月
十

日
御

留
守

居
同

心
被

仰
付

安
政

二
卯

年
四
月

四
日
箱

館
奉
行

支
配
調

役
下
役

被
仰

付

同
八

月
箱

館
表

江
引
越

同
三

辰
年
三

月
D

蝦
夷

地
ス

ツ
、

詰被
申

渡

ロ
ニ

十
一

日
場

所
表

江
引

越

同
六

未
年

四
月

六
日

御
役

名
定

役
与

改
候

旨
被

仰
渡

同
七

申
年

十
月

箱
館

詰
被

申
渡

同
十

一
月
箱

館
表

江
引
越

元
治

元
子

年
八

月
二

十
三

日
定

役
元

/
被

仰
付

(
小

栗
注
・
・

・
□
で
示

さ
れ
て
い

る
部
分
は

判
読

不

明
で

あ
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

)

し
か

し
な

が
ら

、
右

の
情

報
と

異
な

る
も

の
、

或
は

、
右

に
は

な
い

情
報

が
別

に
存

在
す

る
こ

と
を

小
栗

は
確

認
し

て
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表1 岡田錠次郎の

年齢の推移

小柴の

半| ) 定1

油田氏の

判定!

周沖
十二 西暦

 ( π  : 女 -
和暦

元/ n 元年に

・4  5 歳

明治元年に

3 1 歳

子

1  S  1  6 すf k , 1 3 年

n

1 8  1 7 1 4 年

寅 I S I S 交政元年

1

卯

1 8  1 9 2 年

5 辰

1  H  2  0 3 年 救え1 歳

6

1 8  2  1 年 2 歳

7 午

] S  2  2 5 年 3 歳

S

未 1  H  2  3 ( 5 年  A 鹿

9 申

1  S  つ, 4 7 年- 5 哉

1  0 西   1 ?  5 8 年  A 歳

1 1

戌

1  S  2  6 9 年 7 哉

1  2

亥

1 8  2  7 1 0 年  S 歳

子

1  8  ? ,  8 1 ] 年 9 歳

H
: 1 8  2  9 I  2 年 ] 0 鹿

官 1  8  3  0 天促元年 1 1 歳.

4 卯

] 8  3  1 2 年 !  2 晶

5

辰 I  S  3  2

3

. ] 3 歳

6 R
. 1  S  3  3 4 牟 1 - 1 歳

7 午

1  < S  ? （ 4 5 年 1  5 鹿

8

未 1  8  . 3  5 f i 年 1 6 鹿

9 甲

1  S  3  6 7 年 1 7 歳

] 0

丙

1  S  3  7  S 年 i  s 歳 i  n S  0  歳

1 1 i  8  3  S 9 牟 1  9  f S t 1 歳

1  2 一^ ーー 1 8  3  9 1  0 年 2  0 歳 2 歳

1

下
一 1  S N  0 1 1 年 2 1 歳 3 鹿

2 什
1  S  4  1 1 2 牟 2  2 歳 4 歳

宙 1  8  4  2 1 3 牟 2  3 歳 5 歳
4 卯

I  < S  4  :  H I  4 年 9  z 1 歳  β歳

5

 辰・ 1  S  4  4 弘化元年 2  5 7 誌

6 P
, i  a  a  5 2 年 2  6 歳 8 歳

7 午

1  8  4  6 3 年 2  7 歳 9 歳

8

未 1  A  4  7 4 年 2  8 歳 ] 0 歳

9 中

1  S  4  S 浩永元年 2  9  & 1 1 歳

1  0 面 1  S  4  9 2 年. 3  0 歳 ] 2 歳

] 1 戍 1 8  5  0 3 年- 3  ]  歳 1 3 歳

] 2 亥 1 （S  5  1 4 年 3  2 哉 1  4  S

1

-T
- 1  S  5  ? 5 年 3  3 歳 1  5  S

2

丑 1 8  5  3 6 牟 3  4 鹿 ] ( 5 歳

3

官 1 8  5  4 安政〒，年 3  5 歳 1 7 歳

4 卯

1 8  5  5 2 年 3  6 歳 1 8 歳

5

辰 1  8  5  6 3 年 3  7 歳 1 9 歳

6 r
, 1 8  5  7 3  8 歳 2  0 歳

7 午

1  S  5  S 5 年 3  9 歳 2 1 歳

8 未

1  S  〇 9 f i 年 d  0 歳 2  2 歳

9 中

1  8  f i  0 萬征元年 4 1 歳 2  ：3 哉

1  0 一^ 1 . 8  6  1 ¢  ク、~ T T ,  年 4  2 歳 2  4 歳

1 1  卜t 1  8  C S  へ ） 2 年 - 1 3 歳 2  5 歳

i  2

亥

1  8  6  3 3 牟 4  z l 歳 2  6 歳

] イ
- 1 8  6  4 元治t t ;  年 : 1 5 誌 2  7 鹿

2 丑

1 8  6  5 隈應元年 4  6 歳 2  8 歳

3

宙 1 8  6  6 2 年 4  7 歳 2  9 歳

4 卯

1 8  6  7  バ年 ・1  S 歳

5

辰 1 8  6  8 明治元牢 ・1 9 歳 3 1 歳

い
る

。
次
の

①
$

⑤
が

そ
れ

で
あ
る

。

①
前

田
氏

が
参

考
に

し
た

文
献

と
し

て
明

記
し

て
い

る
一

つ
に

『
旧

幕
府

』
が

あ
る

。
旧

幕
臣

た
ち

が
自

身
の

記
録

を

残
す

た
め

、
明

治
三

〇
年

四
月

刊
行

の
第

一
号

か
ら

明
治

三
四

年
八

月
刊

行
の

第
五

卷
第

七
号

ま
で

発
行

さ
れ

た
定

期

刊
行

物
で

あ
る

。
現

在
で

は
、

原
書

房
か

ら
昭

和
四

七
年

に

発
行

さ
れ

た
復

刻
版

を
合

本
の

形
で

見
る

こ
と

が
で

き
る

。

そ
の

合
本

六
に

収
録

さ
れ

て
い

る
『

旧
幕

府
』

第
四

卷
第

三

号
に

「
安

政
六

年
未

年
五

月
改

函
府

人
名

録
」

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

箱
館

奉
行

の
「

支
配

勘
定

格
」

の

「
定

役
元

/
」

の
下

に
位

置
す

る
「

定
役

下
役

」
の

三
番

目

に
「

ス
ツ

、
岡
田

錠
次

郎
」
の

名
が

あ
る

(
二

頁
)

。
情

報
は

そ
れ

だ
け

で
あ

っ
て

、
岡

田
に

関
す

る
他

の
情

報
は

こ

こ
に

は
な

い
。

「
ス

ツ
、

」
は

「
寿

都
」

(
す

つ
つ

)
の

こ
と

で
あ

る
。
な

お
、

こ
の

定
役
下

役
は
「

高
三

十
俵

三
人
フ

チ

/
役

フ
チ

三
人

フ
チ

/
役

金
三

十
五

両
」

(
「

/
」

は
小

栗
に

よ
る

。
改

行
を

意
味

す
る

)
と

記
さ

れ
て

い
る

(
同

頁
)

か

ら
、

H
i

時
の

岡
田

の
身

分
と

禄
高

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

『
事

典
』

で
は

、
岡

田
錠

次
郎

は
安

政
六
年

四
月

に
は

「
定

役
」

に
変

更
さ
れ

た
こ

と
に

な
っ
て

い
る

が
、

右
の

「
安

政
六

年
末

年
五

月
改

」
の

時
点

で
の

「
定

役
下

役
」

と

い
、

つ
情

報
と

は
、

ど
の

よ
う

に
整

合
性

が
と

れ
る

の
で

あ
ろ

ぅ
か

。
定

役
下

役
に

就
い

た
後

に
、

定
役

に
な

る
の

が
普

通

だ
と

思
わ
れ

る
の

に
、
こ

れ
で
は

逆
に

な
っ
て

し
ま
う

。
も

し
逆

で
な

い
と

し
た

ら
、

考
え

ら
れ

る
こ

と
は

、
そ

れ
ま

で

「
調

役
下

役
」

で
あ

っ
た

肩
書

き
う

ち
、

「
調

役
」

の
部

分

の
み

「
定

役
」

に
置

き
換

わ
っ

た
だ

け
で

「
下

役
」

の
身

分

は
そ

の
ま

ま
で

あ
つ
た

、
と

い
う

解
釈
が

、
か

ろ
う

じ
て

可

能
で

あ
る

。
あ

る
い

は
、

史
料

の
記

録
の

ど
こ

か
に

誤
り

が

あ
つ

た
可

能
性

も
あ

る
。

何
が

正
し

い
の

か
は

不
明

の
ま

ま

で
あ

る
。

こ
こ

で
は

、
『

事
典

』
と

は
異

な
る

情
報

が
存

在

し
て

い
る

と
い

う
事

実
だ

け
を

紹
介

し
て

お
き

た
い

。
な

お

前
田

氏
の

本
で

は
、

こ
の

情
報

は
無

視
さ

れ
て
い

る
。

②
次

に
紹
介

す
る
も
の

は
前
田
氏

が
調
べ
て

し
な
い
文

献

で
あ

る
が

、
杉

谷
昭

「
幕

末
蝦

夷
地

調
査

史
料

『
入

北
記

』

に
つ

い
て

」
(

『
日

本
歴

史
』

第
二

九
四

号
、

一
九

七
二

年

ー
ー

月
)

の
中

に
岡

田
錠
次

郎
の

名
が

記
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
杉

谷
論

文
は

、
島

義
勇

(
島

団
右

衛
門

)
が

記
し

た
蝦

夷

地
調

査
記

録
で

あ
る

『
入

北
記

』
の

、
っ

ち
、

現
在

そ
の

内
容

が
確

認
で

き
る

安
政

四
年

八
月

、
九

月
の

記
録

に
つ

い
て

紹
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介
す

る
も

の
で

、
そ

の
『

入
北

記
』

に
は

蝦
夷

地
支

配
関

係

の
役

職
者

一
覧

表
(

安
政

四
年

)
が

収
め

ら
れ

て
い

る
(

八

月
に

島
が

勤
番

詰
役
所

の
公

簿
か

ら
写

し
取
つ

た
と

思
わ

れ

る
記

録
の

一
部

)
。

こ
れ

ほ
ど

ま
と

ま
っ

て
記

さ
れ

た
関

連

史
料

は
他

に
例

が
な

い
と

の
こ

と
で

貴
重

な
も

の
で

あ
る

ら

し
い

。
そ

の
一

覧
表

の
中

に
岡

田
錠

次
郎

の
名

が
あ

る
。

関

連
部

分
を
抜

き
書
き

し
て
示

す
と
次

の
よ

う
に

な
る
。

ス
ツ

、
詰

調
役

並
出

役

長
谷

川
儀

三
郎

下
役

出
役

成
瀬

金
左

衛
門

同
心藤

田
平

太
良

下
役岡

田
錠

次
郎

同
役杉

山
半

太
夫

足
軽小

泉
又
左

衛
門

庭
山
良

助

こ
の

記
録

か
ら
安

政
四

年
八

月
頃

の
ス
ツ

ツ
詰

の
役

人
の

中
で

岡
田

錠
次

郎
は

長
谷

川
に

次
ぐ

ナ
ン

バ
ー

 
2

の
地

位
に

あ
っ

た
こ

と
が

分
か

る
。

地
方

の
下

級
役

入
で

は
あ

る
が

、

そ
の

地
で

は
幹

部
ク

ラ
ス

と
い
つ

た
と

こ
ろ

で
あ

ろ
ぅ

か
。

と
こ

ろ
で

、
こ

こ
に

名
が

記
さ

れ
て

い
る

長
谷

川
儀

三
郎

に
つ

い
て

調
べ

た
と

こ
ろ

、
北

海
道

立
文

書
館

が
界

£
¢

^
の

北
方

資
料
テ
；
ン

タ
ル
ラ
イ
フ
ラ

リ
ー
で
公
開

し
て
い
る
史

料

の
中

に
、

明
治
五

年
に

開
拓
使

に
採

用
さ
れ

た
こ

と
を
示

す

一
次

史
料

が
存

在
し

て
い

た
。

し
か

も
、

そ
こ

に
は

長
谷
川

の
所

属
が

「
浜

松
県

貫
属

」
と

記
さ

れ
て

い
た

。
す

る
と

彼

も
岡

田
錠

次
郎

と
同

じ
く

維
新

後
、

北
海

道
か

ら
遠

州
の

地

に
移

つ
て

き
た

幕
臣
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

そ
こ

で
前

田
氏

の
『

駿
遠

へ
移

住
し

た
徳

川
家

臣
団

』
を

見
て

み
る

と
、

第
三

編
四

〇
六

頁
に

彼
の

記
録

が
あ

っ
た

。

し
か

し
、

そ
こ

で
の

正
式

名
称

は
長

谷
川

常
永

と
な

つ
て

お

り
、

別
名

と
し

て
儀

三
郎

の
名

が
記

さ
れ

て
い

る
。

明
治

元

年
の

推
定

満
年

齢
は

三
二

歳
と

さ
れ

て
い

る
。

長
谷

川
常

永

の
項

目
内

容
に

は
、

「
父

儀
三

郎
(

箱
館

奉
行

支
配

調
役

)
」

と
あ

る
か

ら
、

彼
は

儀
三
郎

の
息

子
と

い
う

こ
と
に

な
る

。

前
田

氏
の

本
に

よ
る

と
、

常
永

自
身

は
慶

應
二

年
に

家
督

を

受
け

て
「

箱
館

奉
行

支
配

手
附

」
と

し
て

出
仕

し
て

い
る

。

家
督

が
常

永
に

移
っ

た
と

す
れ

ば
、

父
の

儀
三

郎
は

そ
こ

で

没
し

た
か

隠
居

し
た

こ
と

に
な

る
。

ま
た

、
岡

田
錠

次
郎

が

安
政

二
年

に
箱

館
奉

行
支

配
調

役
下

役
を

命
じ

ら
れ

た
時

と

比
べ

る
と

、
常

永
の

手
附

と
し

て
の

出
仕

は
七

年
ほ

ど
後

の

こ
と

に
な
る

。
前
田

氏
に
よ

る
明
治

元
年
時

点
で
の

岡
田
の

推
定

年
齢

満
三

一
歳

と
、

長
谷

川
常

永
の

同
三

二
歳

は
、

ほ

ぼ
変

わ
ら

な
い

が
、

箱
館

奉
行

支
配

の
役

人
と

し
て

仕
え

る

よ
う

に
な

っ
た

の
は
常

永
の

方
が

遅
か
っ

た
よ

う
で

あ
る
。

こ
の

常
永

が
、

前
田

氏
の

本
に

よ
る

と
明

治
五

年
に

開
拓

使

に
仕

え
て

い
る

の
で

あ
る

。
つ
ま

り
、

北
方

資
料

デ
ジ
タ

ル

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

で
見

た
儀

三
郎

は
息

子
の

こ
と

に
な

る
。

す

る
と

、
錠

次
郎

の
直

属
の

上
司

で
あ

っ
た

長
谷

川
儀

三
郎

は
、

長
谷

パ
常

永
の

父
と

い
ぅ

こ
と

に
な

る
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

前
田

氏
の

本
の

記
録

が
す

べ
て

正
し

い
と

い
ぅ

仮
定

の
下

で
の
話

に
は

な
る

が
(

但
し

前
田

氏
は

長
谷

川
常

永
の

経
歴

の
根

拠
を

示
し

て
い

な
い

)
、

長
谷

川

儀
三

郎
は
二

人
い

て
、

錠
次

郎
の

上
司

は
父

の
方
で

あ
っ

た
。

従
っ

て
息

子
の

二
代

目
儀

三
郎

(
常

永
)

の
年

齢
や

肩
書

き
は

、
蝦

夷
地

勤
務

時
代

の
錠

次
郎

と
の

関
係

を
考

え
る

上

で
は

役
に

立
た

な
い

こ
と

に
な

る
。

但
し
、

次
の

年
齢

差
の

情
報

は
役

に
立

つ
で

あ
ろ

ぅ
。

す
な

わ
ち

、
前

述
の

通
り

、

岡
田

錠
次

郎
は

常
永

と
ほ

ぼ
同

じ
年

な
の

で
、

ス
ッ

ツ
で

共

に
働

い
て

い
た

頃
の
長

谷
川

儀
三

郎
は

、
岡
田

錠
次

郎
か

ら

見
て

父
親

と
同

じ
位

に
年

が
離

れ
て

い
た

こ
と

に
な

る
。

よ
り

具
体

的
に

示
す
と

、
こ

の
長

谷
川
儀

三
郎

に
つ

い
て

は
前

掲
『

事
典

』
に

経
歴

が
示

さ
れ

て
お

り
(

常
永

は
『

事

典
』

に
は

な
い

)
、

そ
こ

に
は

「
寅

五
十

七
歳

」
と

あ
る

。

「
寅

」
は

前
掲

別
稿

で
小

栗
が

証
明

し
た

通
り

、
履

歴
明

細

短
冊

が
作

ら
れ

た
年

を
表

し
て

い
る

。
表

1
か

ら
江

戸
末

期

の
寅

年
は

安
政

元
年

と
慶

応
二

年
が

考
え

ら
れ

る
が

、
『

事

典
』

に
は

安
政

二
年

以
降

の
儀

三
郎

の
経

歴
が

示
さ

れ
て

い

る
こ

と
か

ら
、

安
政

元
年

に
こ

の
明

細
が

作
ら

れ
る

こ
と

は

あ
り

得
な

い
。

従
っ

て
慶

応
二

年
(

一
八

六
六

年
)

と
い

う

こ
と

に
な

り
、

こ
の

時
点

で
彼

は
五

七
歳

(
数

え
)

で
あ

つ

た
こ

と
に

な
る

。
す

る
と

安
政

四
年

(
一

八
五

七
年

)
当

時

は
右
よ

り
九

歳
程

若
く

な
る

の
で

数
え

で
四

八
歳

程
で

あ
っ

た
こ

と
に

な
る
。

前
田

氏
の
判

定
で

は
岡
田

錠
次

郎
は
安

政

四
年

で
は

満
二

〇
歳

と
な

る
の

で
、

儀
三

郎
と

は
二

七
一

二
 

A
 

歳
ほ
ど
の

年
の
差
が
あ
つ

た
こ
と
に
な
る

。
 

但
し
、

 
こ

れ
は

、
あ

く
ま

で
も

前
田

氏
の

推
定

年
齢

を
前

提
に

し
た

話

で
あ

り
、

小
栗

が
判

定
し

た
岡

田
錠

次
郎

の
年

齢
で

は
、

そ

の
よ
ぅ

に
は

な
ら

な
い

。
こ

の
年

齢
差

か
ら

考
え

ら
れ

る
こ
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と
に

つ
い

て
は

後
述

す
る
。

以
上

、
②

の
文

献
か
ら

岡
田
錠

次
郎
に

関
し

て
言
え

る
こ

と
は

次
の

事
柄

の
み
で

あ
る

。
す
な

わ
ち

、
前
出

の
『

事

典
』

で
は

、
岡

田
は

安
政

二
年

に
調

役
下

役
を

命
じ

ら
れ

た

あ
と

、
安

政
三

年
三

月
に

ス
ツ

ツ
詰

め
を
命

じ
ら

れ
た

こ
と

が
記

録
さ

れ
て

い
た

が
、

翌
四

年
も

、
ま
だ

同
じ

役
職

の
ま

ま
ス

ツ
ツ

に
い

た
こ

と
が

、
こ

の
史

料
か

ら
確

認
で

き
る

。

③
と

こ
ろ

が
、
安

政
四
年

に
岡
田

が
小
樽

詰
で
あ

る
と

書

か
れ

て
い
る

文
献
が
出

て
き
た

。
こ
れ
も

前
田
氏
が

見
て

い

な
い

も
の

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

『
札

幌
区

史
』

(
二

六
八

頁
)

に
ょ

る
と

、
安

政
四
年

二
月
二

五
日

、
奉
行

村
垣
淡

路
守

が

石
狩

に
滞

在
中

、
「

小
樽

詰
岡

田
錠
次

郎
に

余
市

よ
り

後
方

羊
蹄

地
方

を
経

、
虻

田
に

至
る

平
原

の
踏

検
を

命
」

じ
た

と

い
ぅ

の
で
あ
る

。
実
際
に

錠
次
郎
は

踏
査
を
行

い
、
新
た

な

道
を

開
発

す
る

こ
と
に

繋
が
っ

た
ら
し

い
(

倶
知
安

の
近

く

ま
で
開
か
れ
た

が
中
絶

)
。

僅
か

に
記

さ
れ

て
い

た
情
報

で
あ

る
が
、

も
し

こ
の
記

述

が
事

実
で

あ
れ

ば
、

安
政
四

年
二

月
に
は

岡
田

は
小
樽

詰
で

あ
っ

た
こ

と
に

な
る

。
②

の
記

録
で

は
安

政
四

年
に

は
、

ま

だ
ス

ツ
ツ

詰
で

あ
っ

た
は
ず

で
あ

る
が
、

な
ぜ

同
じ
年

に
小

樽
詰

と
な

っ
て
い
る

の
で
あ

ろ
ぅ
か

。
『
札
幌

区
史
』

が
間

違
っ

て
い

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

岡
田

の
小

樽
詰

の
情

報
は

、

『
事

典
』

に
も

、
ま

た
他

の
ど

こ
に

も
記

さ
れ

て
い

な
い

新

情
報

と
な

る
。

ス
ツ

ツ
詰
の

ま
ま

、
一
時

的
に

小
樽
行

き
を

命
じ

ら
れ
た

だ
け
と
考

え
る
こ
と

も
で
き

る
が
、
『

札
幌

区

史
』

が
間

違
っ
て
い

る
可
能

性
も
あ

る
。
小
栗

は
岡
田

の
経

歴
を

詳
細

に
探

求
し

た
い

と
は

考
え

て
い

な
い

の
で

、
こ

の

点
の

解
明

作
業

は
他

の
研

究
者

に
譲

り
た

い
。

④
以

下
は

ス
ツ
ツ

詰
で

あ
る

点
は

他
と

同
じ

で
あ

る
が

、

彼
の

業
務

内
容

が
分

か
る
史

料
で

あ
る
。

こ
れ

も
前
田

氏
が

見
て

し
な
レ

も
の
で

あ
る
。

永
野
正

^
「

1
8

 
5
 

7

1
8

5
9

年
に

お
け

る
箱
館

奉
行

に
ょ

る
種
痘

の
再

検
討

」

(
北

海
道

大
学

『
北

方
人

文
研

究
』

第
四

号
、

二
〇

ー
ー

年

三
月

三
一

日
、
一

頁
)

が
そ
れ

で
あ
る

。
こ

れ
に
ょ

れ
ば

、

安
政

四
年

一
月

、
箱

館
奉

行
の

村
垣
淡

路
守

は
、

蝦
夷

地
で

流
行

し
て

い
た

庖
瘡

に
対

応
す

る
た

め
、

西
蝦

夷
地

ス
ツ

ツ

詰
の

岡
田

錠
次

郎
に

「
御

救
助

筋
取

調
」

を
命

じ
が

、
こ

れ

が
蝦

夷
で

種
痘

が
実
施

さ
れ
る

契
機

と
な
っ

た
、
と

い
ぅ

こ

と
で

あ
る
。

現
地
の

流
行
病

の
対
応
に

岡
田
錠

次
郎
が

一
役

買
っ

て
い

た
こ

と
を

示
す

記
録

で
あ

る
が

、
こ

の
よ

う
な

こ

と
は

、
前

田
氏

の
本

に
も
、

『
事

典
』
に

も
記

さ
れ
て

は
い

な
い

。

⑤
ま

た
、

山
田
志

乃
布
「

幕
末
蝦

夷
地
の

絵
図
に

み
る

地

域
情

報
の

把
握

」
(

東
京

学
芸

大
学

.
歴

史
地

理
学

会
『

歴

史
地

理
学

』
第

四
二

卷
第

二
号

、
二

〇
〇

〇
年

三
月

)
に

は
、

安
政

年
間

か
ら
万

延
元
年

ま
で
の

西
蝦
夷

地
に
お

け
る
幕

府

の
役

人
等

を
独

自
に
ま

と
め

た
リ
ス

ト
が
紹

介
さ

れ
て
い

る
。

そ
れ

に
よ

れ
ば

岡
田

錠
次

郎
は

、
「

下
役

」
と

し
て

「
ス

ツ

ツ
」

に
、

更
に

ま
た

、
「

下
役

」
ま

た
は

「
定

詰
」

(
小

栗
注

…
「

マ
マ

」
は

同
文

献
に

記
さ

れ
て
い

る
ま

ま
、

の
意

◦
定

役
の

こ
と
か

)
と

し
て
、
「

ヲ
タ
ス
ツ
」

「
イ
ソ
ヤ

」
「
イ

ワ

ナ
イ

」
の

地
で
勤
務

し
て
い

た
こ
と

が
分
か
る

。
但
し

、
こ

の
リ

ス
ト

か
ら

は
、

時
期
が

右
の

範
囲
内

で
あ

る
こ
と

が
分

か
る

の
み

で
、

そ
れ

以
上

の
詳

し
い

時
期

は
分

か
ら

な
い

。

ま
た

、
こ

こ
に

は
岡

田
の

勤
務

地
と

し
て

小
樽

の
地

名
は

記

さ
れ

て
い

な
い

。
「

ヲ
タ
ス

ツ
」

は
ス
ツ

ツ
の

隣
に
位

置
す

る
地

名
で

あ
り

、
オ

タ
ル

ナ
イ

(
小

樽
)

と
は

別
で

あ
り

(
山

田
論

文
中

の
図

2
を

参
照

)
、

オ
タ

ス
ツ

を
小

樽
と

誤

解
し

た
と

は
考
え

ら
れ
な

い
。
前

記
③
の

資
料
で

は
小
樽

詰

と
あ

つ
た

が
、

な
ぜ

か
、

こ
こ

に
は
小

樽
は

な
い

。
そ

の
理

由
は

分
か

ら
な
い

。

以
上

①
；

⑤
の

五
つ

が
、

『
事

典
』
で

も
前

田
氏

の
本

で

も
触

れ
ら

れ
た

こ
と

の
な

い
岡

田
錠

次
郎
に

関
す

る
新

し
い

情
報

で
あ

る
◦

い
つ

も
岡
田

錠
次
郎

と
共
に
出

て
く
る

地
名

は
ス

ツ
ツ

(
寿

都
)

で
あ

る
か

ら
、

彼
が

そ
こ

に
居

た
こ

と

は
間

違
い

な
い

が
、

ス
ツ

ツ
の

外
に

出
て

働
く

こ
と

も
あ

つ

た
よ

ぅ
で

あ
る

。
ま

た
、

種
痘

の
対

応
や

原
野

の
踏

査
、

道

路
の

開
発

等
々

、
分

野
を
限

定
す

る
こ
と

な
く

、
命
じ

ら
れ

る
ま

ま
に

折
々

の
任

務
に

対
応

し
た

こ
と

も
分

か
る

。
働

く

場
所

や
内

容
が

時
期

に
よ

っ
て

様
々

で
あ

る
の

は
、

役
人

と

し
て

は
当

た
り

前
の

こ
と

な
の

で
不

思
議

で
は

な
い

。

3
、

経
歴

と
年

齢
の

比
較

か
ら

江
戸

末
期

に
お

け
る

岡
田

錠
次

郎
の

時
系
列

の
役

職
等

に

つ
い

て
、
現
在
判

明
し
て
い
る

内
容
は
前

章
で
見
た
通

り
で

あ
る

。
『

事
典
』

に
示
さ

れ
た
情

報
及
び

、
そ
れ

以
外
で

小

栗
が

追
加

し
た

情
報

(
年

が
不

明
の

⑤
は

除
外

)
を

加
え

、

更
に

小
栗

と
前

田
氏

が
判

定
し

た
岡
田

の
年

齢
を

合
わ

せ
て

表
示
す
る
と
、
表

2
の
年

表
が
で
き
る

。
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表2 岡田錠次郎の経歴と年齢の対比

千支
西暦

( 目安）
和暦 経歴 出典

小栗の判

定年齢

( 数え年）

前田氏の

判定年齢

( 満年齢）

丑 1 8  5  3
嘉永6 年

( 丑年）3 月
家督を受け小普請に 『事典』 3  4 歳 1 6 歳

I
I 〃

同年1 2 月 御留守居同心に 『事典』

n  ）
i

卯

1 8  5  5
安政2 年

( 卯年）4 月
箱館奉行支配凋役

下役に
『事典』 3  6 歳 1 8 歳

〃

同年8 月 箱館表へ引越 『車典』

a a

辰 1 8  5  6
安政3 年

( 辰年）3 月
蝦夷地スツ、詰を申

し渡される
『事典』 3  7 歳 1 9 歳

?

? 【直後か】
場所表へ引越（松

か)

『事典』

9 ?

巳

1 8  5  7
安政4 年；！

月

箱館奉f f の打垣淡路守

が. 緞夷地で流f t してい

た疱瘡に対応するためスッ
ツ詰の岡田錠次郎に「御
救助筋取汲」’を命じる

④ 3 8 歳 2  0 歳

〃 〃

同年2 月

本・行H 坦淡路守が石狩
に滞在中、小辟めの岡

山掟次郎に対して、余ポ

から後方、羊啼山を経

て、虻 H i に至る平股を

「防故J するよう命じる

③

I
I I
I

I
I

〃 同年（巳年）

8 月時点
スッツ詰下役 ②

I
I I
I

未 1 8  5  9
安政6 年

( 未年）4 月
役名を定役に改める

旨、仰せ渡される
『事典』 4  0 歳 2 2 歳

I
I

〃

同年5 月時点 定役下役 ①

I
I I
I

甲

1 8  6  0

安政7 年

( 申年）1 0 月

= = 万延元年

箱館詰を申し渡され

る  『¢ 典』 4 1 歳 2  3 歳

I
I

〃

同年1 1 月 箱館表へ引越 『事典』

a I
I

子 1 8  6  4
元治元年

( 子年）S 月
定役元メに 『事典』 4  5 歳 2  7 歳

錠
次

郎
は

、
最

後
は
元

締
の

よ
ぅ

な
中
間

管
理

職
で

も

あ
つ

た
の
で

、
そ

の
こ

と
を
考

え
る
と

小
栗

が
判

定
し
た

年

齢
の

方
が

適
切

で
あ

る
と

強
く

思
え

て
く

る
。

し
か

し
、

前

田
氏

の
判

定
結

果
で

あ
る

 
一

◦
代

；
二

〇
代

程
の

年
齢

で

あ
っ

て
も
蝦

夷
地
勤

務
が
絶

対
に
あ

り
得
な

い
と
は

言
い
切

れ
な

い
の

で
悩

ま
し

い
所

で
あ

る
。

た
だ

、
前

記
②

の
所

で
も

述
べ

た
通

り
、

岡
田

錠
次

郎
の

直
属

の
上

司
に

あ
た

る
長

谷
川

儀
三

郎
の

息
子

常
永

(
儀

三

郎
)

の
年

齢
は

、
前

田
氏

の
本

の
記

述
が

正
し

い
と

仮
定

す

る
と

、
錠

次
郎

と
ほ

ぼ
同

じ
で

あ
る

か
ら

、
長

谷
川

は
二

七

$
二

八
歳

も
年

が
若

い
我

が
子

同
然

の
錠

次
郎

を
直

属
の

部

下
と

し
て

共
に

仕
事

を
し

て
い

た
こ

と
に

な
る

。
こ

の
年

齢

差
は

不
自

然
で

あ
る

。

別
の

記
録

に
ょ

れ
ば

、
当

時
の

寿
都

で
何

か
の

用
が

入
る

と
、

長
谷

川
儀

三
郎

と
岡

田
錠

次
郎

の
二

人
が

一
緒

に
対

応

す
る

こ
と

が
普

通
の

よ
ぅ

で
あ

つ
た

。
例

え
ば

、
『

新
札

幌
(8

)

市
史
第

一
卷

通
史

一
』

に
よ

る
と

、
箱

館
奉

行
・

村
垣

範
正

が
安
政

三
年

ー
ー
月

か
ら
翌

年
二
月

ま
で

ス
ツ
ツ

に
逗

留
し

て
い

た
間

に
、
「

長
谷

川
儀

三
郎
や

、
同

じ
く

ス
ツ

ツ

詰
で

あ
っ

た
下

役
の

岡
田

錠
次

郎
ら

に
、

イ
シ

カ
リ

場
所

の

様
子

を
聞

き
た

だ
し

、
イ

シ
ヵ

リ
改

革
の

プ
ラ

ン
を

練
っ

た

と
み

ら
れ
る

」
と
い

う
(

五
七

ー
ー
五

七
二
頁

)
。

ま
た

、
松

浦
武

四
郎

の
『

後
方

羊
蹄

日
誌

』
に
ょ

れ
ば

、

安
政

四
年

八
月

九
日

に
松

浦
が

寿
都

に
到

着
す

る
と

直
ち

に

長
谷

川
と

岡
田

の
二

人
を

訪
ね

て
い

る
が

、
そ

の
目

的
は

、

二
人

が
「

ア
イ

ヌ
を

非
常

に
親

切
に

、
大

切
に

さ
れ

る
方

々

な
の

で
、

先
日

来
ア

イ
ヌ

達
か

ら
頼

ま
れ

た
件

に
つ

い
て

善

処
方

を
お

願
い

す
る

為
」

で
あ

っ
た

。
松

浦
は

寿
都

に
着

く

前
に

尻
別

川
を

「
踏

査
」

し
て

い
た

の
だ

が
、

旧
来

か
ら

こ

の
河

口
付

近
で
梁

を
作
っ

て
鮭
を

獲
る
こ

と
は
禁

止
さ
れ

て

い
た

の
に

禁
を

破
っ

て
鮭

を
大

量
に

獲
る

者
が

あ
る

た
め

に
、

鮭
が

上
流

に
遡

上
せ

ず
、

上
流

で
鮭

漁
を

行
っ

て
い

た
部

落

で
は

全
く

獲
れ

な
く

な
っ

て
困

っ
て

い
る

か
ら

何
と

か
し

て

欲
し

い
と

い
う

訴
え
を

ア
イ

ヌ
か

ら
受

け
て

い
た

の
で

あ
っ

た
。

そ
れ

を
長

谷
川

と
岡

田
の

「
両

氏
に

ょ
く

事
情

を
説

明

し
た

と
こ

ろ
、

早
速

承
諾

さ
れ

て
、

今
後

は
そ

う
い

う
こ

と

が
な

い
よ

う
に

取
締

り
を

厳
し

く
す

る
事

を
約

束
」

し
た

と
(9

)

い
う

。

こ
の

よ
う

に
、

当
時

ス
ツ

ツ
及

び
そ
の

周
辺

の
こ

と
で

何

か
用

件
が

生
じ

れ
ば

、
真

つ
先

に
対

応
し

て
い

た
の

は
ス

ツ
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ツ
詰
役

人
の
長
谷
川
儀

三
郎
と
岡
田
錠
次

郎
の
二
人
で
あ

っ
 た

。前
田

氏
の

判
定

が
正

し
け
れ

ば
、

こ
の
二

人
の

年
齢
は

親

子
ほ

ど
の

差
が

あ
つ

た
こ
と

に
な

る
が
、

そ
の

よ
う
な

年
齢

差
で

右
の

様
に

連
携

し
て

業
務

に
当

た
る
こ

と
が

可
能

で

あ
っ

た
だ

ろ
ぅ

か
。

絶
対

に
不

可
能

で
あ

っ
た

と
は

思
わ

な

い
け

れ
ど
も
、

当
時
に
お

い
て
は
普

通
の
こ
と

と
は
思
え

な

ま
た

岡
田

は
、

箱
館

奉
行

の
村

垣
か

ら
岡

田
一

人
に

対
し

て
直
接
命
令
を
与
え
ら
れ
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
も
あ

っ

た
。

右
の

『
新
札

幌
市
史

』
の
記

述
だ
け

で
な
く

、
前
掲

③

④
の

文
献

で
も

、
そ
れ

を
確
認

し
て

い
る
。

す
べ
て

安
政

四

年
の

こ
と

に
な
る

が
、
前

田
氏
の

推
定
に

よ
れ
ば

、
こ
の

時

の
岡

田
は

満
二

〇
歳

で
あ

る
。

村
垣

は
文

化
 

一
◦

年

(
一
八
一
三
年

)
九
月
二
三
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
分
か

っ

て
い

る
か

ら
、

安
政
四

年
二

八
五
七

年
)

で
は

満
四

四
歳

程
で

あ
る

。

こ
の

時
の
長

谷
川
儀

三
郎
は

、
前
述
の

通
り
、

数
え
四

八

歳
程

で
あ

っ
た

。
村

垣
奉

行
よ

り
、

や
や

年
上

と
な

る
が

、

大
き

な
年

齢
差

は
な

い
の

で
、

こ
の
二

人
が

「
相

当
に

親
し

い
間

柄
で

あ
っ

た
よ

ぅ
で

あ
る

」
(

『
新

札
幌

市
史

・
第

一

卷
』

五
七

一
頁

)
と

評
さ
れ

る
こ
と

も
頷
け

る
。

こ
れ

に
対
し

て
、
岡

田
錠
次
郎

は
前
田

氏
の
推
定

で
は

二
〇

歳
程

度
に

過
ぎ

な
い

か
ら

、
そ

の
よ

ぅ
な

若
者

が
長

谷

川
と

並
ん

で
奉

行
に

応
対

し
た

り
、

時
に

は
単

独
で

奉
行

か

ら
命

を
受

け
た

り
し

て
い

た
と

い
ぅ

の
は

不
自

然
で

あ
る

。

ま
た

、
前

掲
②
の

文
献
か

ら
、
当

時
の
ス

ッ
ッ
で

は
錠

次

郎
は

ナ
ン

バ
1

2
の

役
人

で
あ

っ
た
が

、
更

に
そ

の
下

に
五

人
が

控
え

て
い

た
。

も
し

錠
次

郎
が

二
〇

歳
程

で
あ

っ
た

と

し
た

ら
錠
次

郎
よ
り
下

の
部
下

は
更
に
年

齢
が
若

^
な

い

と
釣

り
合

い
が

と
れ
な

い
。
上

官
が

年
若
で

あ
る
こ

と
は

決

し
て

あ
り

得
な

い
話

と
は

思
わ

な
い

が
、

蝦
夷

の
未

開
拓

地

を
担

当
す

る
彼
等
の

任
務
を

考
え
る

と
、
通
常

で
は
な

い
年

齢
の

上
下

関
係

で
は

組
織

と
し

て
統

率
が

と
れ

な
い

は
ず

で

あ
る

。4
、

松
浦

の
日

誌
か

ら
分
か

る
別

の
事

項

【
1

】
前

述
の

通
り

、
松

浦
武

四
郎

は
ス

ツ
ツ
で

長
谷

川
儀

三
郎

と
岡

田
錠

次
郎

に
面

談
し

、
ア

ィ
ヌ

の
願

い
を

二
人

に

伝
え

た
が

、
そ

れ
は
安

政
四

年
八
月

九
日
の

こ
と

で
あ
つ

た
。

松
浦

は
文

政
元
年

二
八
一

八
年

)
生

ま
れ

と
い

ぅ
か

ら
、

安
政

四
年

(
一

八
五

七
年

)
当

時
で

は
単

純
計

算
で

四
九

歳

程
で

あ
る

。

ま
た

、
こ

れ
も

前
述

の
通

り
、

こ
の

時
の

長
谷

川
儀

三
郎

は
数

え
四

八
歳

程
で

、
両

者
は

年
齢

的
に

釣
り

合
い

が
と

れ

る
の

で
面

談
時

も
話

が
合

っ
た

と
想

像
で

き
る

。
し

か
し

、

そ
こ

に
は

二
〇

歳
の

岡
田

(
前

田
氏

に
よ

る
推

定
年

齢
)

も

同
席

し
た

こ
と

に
な

る
の

で
、

長
谷

川
が

余
り

に
も

若
い

直

属
の

部
下

を
引

き
連

れ
て

い
た

こ
と

に
つ

い
て

、
松

浦
は

驚

い
た

は
ず

で
あ

る
。

し
か

し
『

後
方

羊
蹄

日
誌

』
に

は
、

岡

田
が

若
す

ぎ
る

と
い

う
よ

う
な

記
録

は
一

言
も

記
さ

れ
て

い

な
い

。

こ
れ

に
対

し
て

、
小

栗
の

判
定

で
は

、
こ

の
時

の
岡

田
は

数
え

で
三

八
歳

で
あ

り
、

相
応

の
年

齢
で

あ
る

か
ら

松
浦

が

驚
く

は
ず

は
な

い
。

だ
か

ら
何

も
記
載

が
無

い
こ

と
の

方
が

自
然

で
あ

る
。

前
田

氏
の

判
定

だ
と

、
こ

の
時

の
岡

田
は

二
〇

歳
に

な
る

の
で

、
そ

れ
な

ら
ば

松
浦

は
驚

く
に

違
い

な

い
と

想
像

で
き

る
が

、
前

田
氏

の
判

定
が

間
違

っ
て

い
る

と

す
れ

ば
、

松
浦

が
何

も
記

録
に

残
さ

な
か

っ
た

の
は

当
然

と

い
ぅ

こ
と

に
な

る
。

つ
ま

り
松

浦
の

日
誌

は
、

前
田

氏
の

判

定
が

誤
っ

て
い
て

、
小
栗

の
判
定

が
正
し

い
こ
と

を
傍
証

し

て
い

る
こ

と
に

な
る。

【
2

】
ま

た
、

松
浦

の
日

誌
に

は
岡

田
錠

次
郎

の
漢

詩
も

紹

介
さ

れ
て

い
る

。
丸
山

氏
の
本

か
ら
紹

介
す
る

。

雪
岳

氷
山

銀
世
界

白
雲
深

處
別

天
開

ー
・

茅
□

生
涯
足

疑
是

夷
翁

即
地
仙

(
雪

の
山
や
氷
の
山

の
銀
世
界
、
遠

く
白
雲
の
中

を
わ

け
て

歩
い

て
新

し
い

土
地

を
開

こ
う

と
し

て
い

る
貴

方

は
、

そ
ん

な
仕

事
を

す
る

一
役

人
で

満
足

し
て

い
る

ら

し
い

が
、

こ
の

ま
ゝ

だ
と
や

が
て
貴

方
は

こ
の
え

ぞ
の

地
で

老
人

と
な

り
、

え
ぞ

の
仙

人
に

な
っ

て
し

ま
う

か
(
2

)

 
 

も
し

れ
な
い

の
意

味
で

あ
ろ
う

)

こ
の

詩
が

い
つ

書
か

れ
た
も

の
で

あ
る
の

か
は

明
記
さ

れ

て
い

な
い
が

、
松
浦
が

こ
れ
を

見
た
の
は

、
岩
内
の

酋
長

セ

ゼ
ン

ケ
ィ

の
漁

小
屋

で
あ

り
、

そ
の
小

屋
の

壁
に

墨
書

さ
れ

て
い

た
と

い
う

。
そ

の
漁

小
屋

に
松

浦
が

宿
泊

し
た

の
は

安

政
四

年
八

月
三

日
で

あ
る

。
同

じ
漁

小
屋

を
松

浦
は

一
年

前

の
夏

に
も

訪
れ

て
お

り
、

今
回

で
二

回
目

と
な

る
が

、
一

年

前
に

い
た

番
人

が
亡

く
な

っ
て

い
て
、

小
屋

は
荒

れ
て

い
た
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と
い

ぅ
。

二
回

目
と

な
る

今
回

の
宿

泊
時

に
見

た
時

、
岡

田

の
詩

と
、

そ
の

横
に
松

浦
自
身

が
書

い
た
詩

が
「
消

え
か

け

て
い

る
が
、

ど
ぅ
に
か

読
め
る

」
程
度
に

残
っ
て
い

た
、

と

記
さ

れ
て

い
る

。

従
っ

て
、

松
浦

が
岡
田

の
詩
を

見
て
、

自
身

の
詩
を

書
き

足
し

た
の

は
、

一
年

前
(

安
政

三
年

)
の

夏
に

こ
こ

を
訪

れ

た
時

と
い

う
こ

と
に

な
る
。

そ
の

時
す
で

に
岡

田
の
詩

は
書

か
れ

て
い

た
の

だ
か

ら
、

岡
田

が
そ

れ
を

書
い

た
の

は
安

政

三
年

夏
に

松
浦

が
訪

れ
る

よ
り

も
前
と

い
ぅ

こ
と

に
な
る

。

ち
な

み
に

、
岡

田
の

詩
に

添
え

書
き

す
る

よ
ぅ

に
し

て
書

か
れ

た
松

浦
の

詩
も

記
さ

れ
て

い
る

の
で

、
丸

山
氏

の
本

か

ら
紹

介
し

て
お

く
。

猿
攣

(
簞

が
正
し

ぃ
…
小

栗
注

)
蟹

歩
十
余

年
霜
苦

雪

辛
千

島
天

健
脚
自

期
僧
小

角
任
他

人
喚
做

蝦
仙

(
前
の

詩
に
答
え
て
、
十

余
年
も
の
間
各
地

の
山
々

で

雪
や

氷
に

悩
ま
さ
れ

な
が
ら

歩
き
廻

っ
て
い

る
私
だ

が
、

脚
に

つ
い

て
は

役
の

小
角

(
小

栗
注

…
え

ん
の

ぉ
づ

の
、

役
行

者
の

こ
と

)
ほ

ど
だ

と
自

負
し

て
い

る
。

人
が

私
の

こ
と

を
ア

ィ
ヌ

の
仙

人
な

ど
と

云
つ

て
も

私
は

気
に

し

な
い

だ
ろ

、
っ

私
は

山
を

歩
く

こ
と

が
好

き
な

の
だ

か

 
 

ら
と

い
う

意
味
で

あ
ろ
う

か
)

こ
の

よ
う

に
壁

に
書

か
れ

た
漢

詩
を

通
し

て
、

岡
田

と
松

浦
は

非
対

面
の

交
流

を
し

て
い

た
こ

と
に

な
る

。
そ

れ
は

安

政
三

年
の

夏
の

こ
と

で
あ

る
。

表
2

か
ら

分
か

る
よ

う
に

、
岡

田
は

安
政

三
年

三
月
に

ス
ツ

ツ
詰

を
命
じ
ら

れ
て
い

る
か
ら

、
こ
の
詩

を
書
い

た
の

は
三

月
よ

り
前

で
あ

る
は

ず
は

な
い

◦
三

月
に

ス
ツ

ツ
行

き

を
命

じ
ら

れ
て

、
同

じ
年

の
夏

ま
で

に
、

岡
田

は
岩

内
の

こ

の
小

屋
を

訪
れ

た
こ

と
に

な
る

。
岩

内
は
寿

都
か

ら
同

じ
海

岸
線

を
北

上
す

れ
ば

到
着
す

る
場

所
に
あ

り
、

距
離
に

し
て

四
〇

キ
〇

メ
ー

ト
ル

程
で

あ
る

か
ら

、
少

し
離

れ
て

は
い

る

も
の

の
小
樽

ほ
ど
遠
方

で
は
な
い

。
従
っ

て
ス
ツ
ツ

赴
任

直

後
に

岡
田

が
そ

こ
を
訪

れ
て
い

た
と

し
て
も

不
思
議

で
は

な

い
。

そ
の

時
の

岡
田

の
年

齢
は

、
前

田
氏

の
判

定
で

は
満

一
九

歳
、

小
栗

の
判
定

で
は

数
え
三

七
歳
と

な
る

。

右
に

紹
介

し
た

漢
詩

は
三

七
歳

の
人

間
が

書
い

た
と

す
れ

ば
何

も
違

和
感

は
な
い

が
、
一

九
歳

の
若
者

が
書
い

た
と

し

た
ら

ど
う

で
あ

ろ
う

か
。

も
ち

ろ
ん

一
九

歳
が

、
こ

の
よ

う

な
詩

を
書

く
こ

と
は

絶
対

に
あ

り
得
な

い
と

は
断

言
で

き
な

い
。

し
か
し
、
自

分
の
子
ど
も

の
よ
う
な

若
輩
者
が
書

い
た

そ
の

詩
を

見
て

、
松

浦
が

返
歌

の
よ

う
に

自
身

の
詩

を
添

え

書
き

す
る

で
あ

ろ
う

力
。
も

ち
ろ

ん
最
初

に
そ

の
詩
を

見
た

時
に

は
岡

田
と

は
面

識
は

無
か

っ
た

か
も

し
れ

な
い

の
で

、

若
者

が
書

い
た

と
は

知
ら
な

か
っ

た
可
能

性
は

あ
る
。

し
か

し
、

翌
年

に
は

岡
田

と
松

浦
は

対
面
し

て
お

り
、

そ
の
時

、

岡
田

は
二

〇
歳
程

度
の
若

者
で
あ

る
こ
と

に
気
付

い
た
は

ず

で
あ

る
。

だ
と

す
れ

ば
、

自
分

が
詩

を
添

え
書

き
し

た
相

手

は
、

こ
ん

な
に

も
若

か
っ
た

の
か
と

驚
き

の
念
を

持
っ

て
、

あ
の

詩
の

こ
と

を
振

り
返
っ

た
は

ず
で
あ

る
。

し
か
し

、
そ

の
よ
う
な
感
想

を
松
浦
は
一
言
も
記
し
て
い
な
い

。

そ
れ

が
意

味
す

る
こ

と
は

何
か

と
言
え

ば
、

岡
田

は
、

前

田
氏

が
判

定
し

た
よ
う

な
年

齢
で

は
な

力
っ

た
と

し
う
こ

と
で

あ
る

◦
こ

の
事

実
も

小
栗

が
判
定

し
た

年
齢

の
方

が
正

し
い

こ
と

を
傍

証
し

て
い

る
と

言
え

る
◦

5
、

ま
と
め

以
上

、
本

稿
で

追
加

し
た
傍

証
材

料
か
ら

考
え

て
も
、

前

田
氏

が
推

定
し

た
岡

田
の

年
齢

は
、

岡
田

錠
次

郎
に

つ
い

て

考
え

る
場
合
に
は

不
適
切
で

あ
る
と
言
え

る
。

も
つ

と
も

、
若

輩
者

で
あ
っ

て
も

絶
対
に

ナ
ン

バ
1
2

に

な
れ

な
い

と
は
言

え
な
い

か
も
し

れ
な
い

し
、
奉

行
と
相

対

す
る

こ
と

も
絶

対
に

な
い

と
は

言
え

な
い

か
も
し

れ
な

い
。

実
際

、
岡

田
錠

次
郎

の
ケ

ー
ス

に
お

い
て

右
の

よ
ぅ

な
こ

と

は
絶

対
に

な
い

と
断

定
で

き
る

証
拠
は

な
い

。
そ

れ
ゆ
え

、

小
栗

の
想

定
は

傍
証

に
な

ら
な

い
と
否

定
す

る
向

き
も

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。
し

か
し

、
仮

に
そ

の
よ

う
に

否
定

さ
れ

た

と
し

て
も

、
小

栗
が

推
定

し
た

錠
次

郎
の

年
齢

の
根

拠
は

、

『
事

典
』

及
び

明
細

短
冊

に
あ

る
「

子
年

四
十
五

」
と

い
う

記
録

に
基

づ
い

て
い

る
の

で
、

そ
の

推
定

が
正

し
い

こ
と

は

揺
る
が
な

い
。

な
お

、
岡

田
清

直
の

年
齢
は

前
田

氏
が

推
定
し

た
通

り
、

明
治

元
年

に
満

三
一

歳
で
良

い
と

小
栗
も

判
断

す
る
。

こ
れ

に
対

し
て

岡
田

錠
次

郎
は
、

小
栗

の
判
定

で
は

明
治
元

年
で

は
数

え
で

四
九

歳
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
に

清
直

と
錠

次
郎

は

年
齢

が
大
き

く
異
な
る

の
で
、
二

人
は
別

人
と
考
え

る
べ

き

な
の

で
あ

る
。

(
静

岡
理

工
科

大
学

情
報

学
部

教
授

、

二
〇

二
四
年

一
◦

月
一

五
日
脱
稿

)
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(
1

)
拙
稿

「
『
駿
遠
へ

移
住
し
た

徳
川
家
臣
団

』
に
お
け

る

岡
田

清
直
・

岡
田
錠
次

郎
の
謎

(
そ
の

8
 

.
完

)
」

(
『
静

岡

理
工

科
大

学
紀
要

』
第
三
三

卷
、
所

収
)

の
こ

と
。

以
下

、

本
稿

で
「

別
稿

」
と

言
ぅ
時

は
全
て

こ
れ

を
指
す

。
小

栗
が

岡
田

錠
次

郎
の

年
齢

を
判

定
し

た
根

拠
も

右
論

文
を

参
照

さ

れ
た

い
。

但
し

、
右

論
文

を
収

録
す
る

紀
要

第
三

三
卷
の

刊

行
は

二
〇

二
五

年
秋

頃
の

予
定

で
、

本
稿

の
発

行
(

二
◦

二

五
年

三
月

)
よ

り
も

遅
く

な
る

こ
と

を
御

容
赦

頂
き

た
い

。

 
 

(
2

)
熊
井
保
・
編
『
改
訂
新
版
江
戸
幕
臣
人
名
事
典

全

 一
巻

』
π

九
九

七
年

ー
ー

月
一

日
、

新
人

物
往

来
社

)

 
 

(
3

)
『

旧
幕

臣
(

合
本

六
)

』
(

昭
和

四
六

年
七

月
一

五
日

、

原
書

房
)

。
小
栗

は
こ
れ
を

沼
津
市

立
図
書

館
で
見

て
い
る

。

 
 

(
4

)
こ

の
役
職
者
一
覧
表

(
安

政
四
年

)
の
全
体
は
、
杉

谷

昭
『

幕
末
維
新

史
料
拾
遺
』

(
平
成
三

年
一
月

 
一

◦
日
、

第

一
法

規
出

版
㈱

)
九

六
頁

以
下

に
も

掲
載

さ
れ

て
お

り
、

一

◦
三

頁
に

岡
田

他
の

記
載

が
あ

る
。

内
容

は
本

稿
で

紹
介

し

た
も
の

と
同

じ
で

あ
る
。

 
 

(
5

)
北

方
資

料
デ

ジ
タ

ル
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の

H
 

P
か

ら
北

海

道
立

文
書

館
を
選

び
、

長
谷
川

儀
三
郎

の
名
で

検
索
す

る
と

唯
ー

ヒ
ッ

ト
す
る
「

薄
書

5
7

1
6

1
2
1

:
長
谷

川
儀
三
郎

、

採
用

ノ
件
〔
明

5
・

5
.
7

ご
が
そ
れ
に

当
た
る

。

 
 

(
6

)
『

札
幌

区
史

』
(

明
治

四
四

年
七

月
一

五
日

、
札

幌
区

役

所
)

は
、

札
幌
市
中
央
図
書
館

の
！

^
?

か
ら
中
央

図
書
館

所

蔵
デ

ジ
タ

ル
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
を

開
き

、
「

札
幌
区

史
」

を
検

索
す

る
と

画
像

で
中
身

を
読

む
こ

と
が
で

き
る
。

 
 

(
7

)
安

政
三
年
三
月
に
ス
ツ
ツ

詰
を
命
じ
ら
れ
た
あ
と
、

そ

こ
へ

引
つ

越
し

た
時

期
が

史
料

の
虫

食
い

の
た

め
日

に
ち

し

か
記

さ
れ

て
い
な

い
が

、
同
じ

三
月
中

で
あ

つ
た
の

で
は

な

い
か

と
小

栗
は

想
像

す
る

。
但

し
正

確
な

情
報

で
は

な
い

の

で
表

2
で

は
「

？
」

を
付

し
て

お
い

た
。

 
 

(
8
)

札
幌

市
教

育
委

員
会

編
『

新
札

幌
市

史
第

一
卷
通

史
一

』
(

平
成

元
年

三
月

二
八

日
、

札
幌

市
)

は
、

札
幌

市

中
央

図
書

館
の

H
P

左
の

バ
ナ

1
1

覧
か

ら
「

新
札

幌
市

史

デ
>

タ
ル
ア

ー
カ
イ

フ
」
を
選

択
す
る
と

1
^
£

8
上
で
全

卷

を
閲

覧
で

き
る

。
閲

覧
は

テ
キ

ス
ト

文
と

画
像

の
二

種
類

の

形
で
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

 
 

(
9

)
丸

山
道

子
.

編
訳

『
松
浦

武
四
郎

著
後
方

羊
蹄
日

誌
』

(
一

九
七
三

年
五
月

一
五
日

、
凍
土

社
、

小
栗
個

人
蔵

)

四
四

；
四

五
頁

。
な

お
、

松
浦

武
四

郎
『

後
方

羊
蹄

日
誌

』

の
原

物
は

国
立

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
タ

シ
ヨ

ン
(

安

政
六

年
刊

の
も

の
)

、
札

幌
市

中
央

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
ラ

イ

ブ
ラ

リ
ー

(
文

久
元

年
刊

>
早

稲
田

大
学

図
書

館
古

典
籍

総
合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

(
文
久

元
年
刊

)
等

よ
り

W
E

B
上

で

画
像

と
し

て
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
活

字
で

は
な

く

崩
し

字
の

木
版

印
刷

の
た

め
現

代
人

に
は

読
み

難
い

。
こ

れ

を
現

代
日

本
語

に
翻

訳
し

た
も

の
が

丸
山

氏
の

著
作

で
あ

る
◦

本
稿

で
の

引
用

紹
介

は
丸

山
氏

の
本

に
よ

っ
た

。
但

し
原

文

は
、

丸
山
氏
の
翻
訳

と
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
違
、
つ

点
、
順
序
が

異

な
る

点
等

が
あ
る

。
ま

た
、

原
文

で
正

し
く

「
岡

田
錠

次

郎
」

と
あ

る
ぅ

ち
の
「

次
」
の

文
字
を

丸
山

氏
は
「

二
」

と

誤
記

し
て

い
る

。
本

稿
で

紹
介

し
た

岡
田

錠
次

郎
が

登
場

す

る
部

分
は

国
会

図
書

館
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

画
像

で

は
二

A
n

マ
目

に
該

当
す

る
。

以
下

、
そ

の
部

分
の

原
文

を

紹
介

し
て
お
く

 
(

ル
ビ

は
原
文
の

ま
ま
。
漢

字
は
新
字

体
に

直
し

た
)

。

九
日

抵
寿

都
、

訪
長

谷
川

、
儀

三
郎

岡
田

錠
次

郎
二

氏

(
小

栗
注

…
儀

三
郎

と
錠

次
郎

の
文
字

は
分

か
ち
書

き
)

、

二
氏

遇
土

人
尤

厚
、

余
亦

与
米

酒
煙

草
漆

器
故

服
、

以
酬

其
労

4
矢

.
磯

谷
即

知
別
之
下

流
也
、

自
古
禁
張

綱
設
梁

、
益

岩
内

虻
田

宇
須

三
落

之
民

、
在

上
流

而
漁

故
也

、
近

歳

禁
弛

放
漁

、
故

三
落

皆
愁

之
、

余
所

雇
四

名
、

即
上

流
之

民
、

懇
$

訴
之

、
余

乃
告

之
二

氏
、

二
氏

申
旧

令
干

下
流

之
民

、
令

無
敢

犯
禁

、
四

名
感

謝
而

去

(
1

0
)

日
本
歴
史

学
会
編
『
明

治
維
新
人
名

辞
典
』

(
昭
和

五

六
年

九
月

一
◦

日
初

版
第

一
刷

、
昭

和
五

七
年

六
月

二
〇

日

初
版

第
二

刷
、

吉
川

弘
文

館
)

九
七

九
頁

。
な

お
、

小
林
裕

幸
『

箱
館
を
め
ぐ
る

人
物
史
』

(
ー

ー
〇
〇
二

年
九
月
一
〇
日

、

函
館

大
学

出
版

会
)

に
も

村
垣

を
紹

介
す

る
ま

と
ま

つ
た

文

章
が

あ
る

が
、

そ
こ

で
は
文

化
一
〇

年
二

A
一

 
三

年
)

と

い
ぅ

生
年

の
み

し
か

記
さ

れ
て

お
ら

ず
、

村
垣

と
長
谷

川
・

岡
田

が
面

談
し

た
エ

ピ
ソ

ー
ド

も
記

さ
れ

て
い

な
い

。

 
 

(
1

1
)

前
掲

.
丸

山
道

子
『
後

方
羊

蹄
日

誌
』

四
頁

。
但

し
松

浦
が

生
ま

れ
た

月
日

は
そ

こ
に

は
記

さ
れ

て
い

な
い
の

で
、

本
稿

で
は

四
九

歳
程

と
記

す
こ

と
に

し
た

。

 
 

(
1

2
)

前
掲

・
丸

山
道

子
『
後

方
羊

蹄
日

誌
』

四
二

頁
。

丸
括

弧
の

訳
文

も
丸

山
氏

に
よ

る
。

な
お

、
・

は
手

へ
ん

に
象

の

字
、

□
は

竹
か

ん
む

り
の

下
に

施
の
字

を
丸

山
氏
は

記
し

て

い
る

が
、

ワ
ー

プ
ロ

で
は

表
示

で
き

な
い

漢
字

な
の

で
、

こ

こ
で

は
・
□

を
用
い

た
。
但

し
原
文
は

、
・
の

所
は
「
橡

」

(
但

し
、

つ
く
り

の
右
上
部

分
は
「

ヨ
」
で

略
字
表

記
)

と

な
っ

て
い

て
丸

山
氏

は
誤

記
し

て
い

る
。

「
橡

」
は

エ
ン

、

じ
よ

ぅ
等

と
読

み
、

し
た

や
く

、
た

す
け

る
、

の
意

味
が

あ

る
の

で
「

一
役

人
」

と
し

た
丸

山
氏

の
訳

は
間

違
っ

て
い

な

い
よ

、
っ

で
あ

る
。

ま
た

、
口

の
所

は
原

文
で

は
、

竹
か

ん
む

り
に

施
で

は
な

く
、

施
の

文
字

の
「

方
」

以
外

の
右

部
分

が

「
色

」
に

な
っ

て
い

る
。

原
文

の
文

字
も

丸
山

氏
が

用
い

た

文
字

も
、

辞
書

等
を

い
く

ら
調

べ
て

も
小

栗
に
は

意
味

不
明

の
ま

ま
で

あ
っ

た
が

、
丸

山
氏

が
誤

記
し

て
い

る
こ

と
だ

け
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は
確

実
で

あ
る

。

(
1
3
)

同
右
、
同
頁
。
丸
括
弧
内
の
文
章

も
丸
山
氏
の
も
の
で

、

意
味

は
こ

の
通

り
で

良
い

と
思

ぅ
。

但
し

冒
頭

か
ら

二
文

字

目
、

丸
山

氏
が

「
攣

」
(

藍
氣

の
攣

)
と

記
し
た

箇
所

は
原

文
で

は
「

摯
」

(
響

じ
登

る
の

撃
)

で
あ

る
。

明
ら

か
に

丸

山
氏

の
誤

記
で

あ
る

。

—
 

5
6
 

—
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